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西

独
通
信

ヤ
ス
パ

ー
ス

哲
学
研
究
の

現
況

一

九
入
0
年
代
西
ド
イ
ツ
に
お

け
る

寺

西

三

千

子

　
一

九
八

〇
年
代
半
ば
の

西
ド

イ

ッ

に
お

け
る

哲
学
で

は、

十
九
世
紀
後
半
以

来
の

実
証
主
義
に
替
わ
っ

て

第
二

次
世
界
大
戦
以
来
隆
盛
に
な
っ

て

い

る

科
学

論

龕
罸
Φ

毳
島

聾
の

夢
Φ
o

密
）り

及
び

、

一

九

六
〇
年
代
に
生

じ
た

実
践
哲
学
の

復
権

房
。

冨
げ

目

三
 

旨
お
9
醇

冒
薗

ζ
ぎ
冨
昌

弔

芭
90
℃

三
。
）

の

問
題
が

、

依
然

と

し
て
中
心
的
位
置
を
占
め、

そ
れ

に
つ

い

て
の

枇
判
的
合
理

主
義、

批
判
理

論、

解
釈

学
、

現
象
学

、

構
成
主
義

、

現
代
的
超
越
論
的
哲
学

、

等
々

と
い

っ

た

諸
立
場
か

ら
の

研
究、

並
び
に
英
語
圏
の

分
析
哲
学
を

導
入
し
て
の

研
究

が
、

活
況
を
呈

し
て

い

る
。

こ

れ

ら
現
代
哲
学
の

主
潮
流
内
で

は
、

実

存
哲
学

は
、

頃
9
密
器
q

哲
学
の

強
大
な

影
響
力
を
別
に
す
れ

ば
、

も
は
や

そ
の

有
効

性
を
持
た
さ

れ
て

は
い

な
い

。

　
以
下
は

、

今
回

、

西
ド

イ
ッ

に
於

け
る

冨
・・

醤
旨

哲
学
研
究
の

現
状
に
っ

い

て
の

情
報
を
求
め

ら
れ

た
の

に
応
ず
る

べ

く
、

上
記
の

よ

う
な

現
代
哲
学
の

動

向
下
で

訂
岩
Φ

冨

哲
学
が
ど
の

よ

う
に
研
究
さ
れ

得
て
い

る
の

か、

限
ら
れ
た

枚
数
内
で

素
描
を
試
み
よ

う

と
す
る

も
の

で

あ
る

。

冖
、

皀
ロ

冨
一

な

貯
帽
o
磊

哲
学
と

討
。・

它
コ

研
究
の

低
迷

「

｝

霧
唱
。

目

哲
学
は

含
美
9

で

あ
る

。

」

と
、

こ

ち
ら
の

現
役
哲
学
教
授

達
は

断
言
す
る

。

「

。・
。

ぎ
。

竃
巳

」

と
は

、

日

舘
冨
磊

自
身
が
自
ら
の

実
存
哲

学
や

包
括
者
論
に」
与

え
て

い

る

表
現
で
あ
る

が、

そ
の

他
類
似
の
、

｝

葭
鵬

o
コ

q

臼

国
 
〇

三一
一

9
冨
搾

ヨ
甥
誇
o
サ
o
口

U
謡

昌

冨

匸
）
鑑

ヨ
ヨ
 

ヨ
o
同
一

く
o
ヨ

d
ヨ
噌
oRo

置
¢

P

蠢
旨
o
げ
o

拝

”
o
冒
≦
o
属
P
傷

ロ
5

置
o

竃
o

鼠
唱

サ
oH

等
々

の

表
現
が

、

討
眉
o

嵩

の

実

存
哲
学
全
体

、

な
い

し

は
、

実
存

、

包
括
者

、

超
越
者

、

暗
号、

実
存
開
明

、

哲

学
的
信
仰
等
の

、

閣

鵠
曉
嵩

哲
学
の

中
で

基
本

的
位
置
を

占
め

る

用
語
に

対
し

て
、

他
の

哲
学
者
達
や

研
究
者
達
に
よ
っ

て
従
来
浴
び
せ

ら
れ
て

来
た

。

　
そ

も
そ

も
、

す
で

に
従
来
よ

り
、

智
ぞ
Φ

鵠

は
、

ド
イ
ツ

の

二

大
実
存
哲
学

者
の
一

人
と

し
て

出
。

置
o

隠
H

と
並
び

称
さ
れ

著
作
総
数
も
多
い

に
も
か

か
わ

ら
ず
ド

イ
ツ

の

哲
学
・

思
想
界
で

あ
ま

り
重
視
さ
れ

ず
大
き
な

影
響
力
も
持
っ

て

い

な
い

と
い

う
事
実

が
、

し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て

来
た

。

口

そ

し
て

、

そ
の

原
因
と
し
て

、

例
え
ば

、

哲
学
界
に

直
接
の

後
継
者
層
が
ほ

と
ん

ど
存
在
し
な

い

点
や

、

一

九

四
八
年
の

ス

イ

ス

へ

の

移
住
が
ド

イ

ツ

を
見
捨
て
て

の

逃
亡
と

ド

イ
ッ

〈

達
に

受
け
取
ら
れ
た

と
い

う
点

、

政
治
的
国
家
の

み
な

ら
ず
広
く
ド

イ
ツ

語
文
化
圏
が
真
の

ド

イ
ツ

で

あ
る

と
す
る

見
解
や

、

東
西
ド
イ
ツ

の

分

裂

問
題
に
関
し
て

再
統
一

に
反
対
す
る

と
い

う

政
治
・

時
事
問
題
的
発
言
が、

ド

イ

ッ

〈
一

般
に

受
け
入
れ
が
た
い

も
の

で

あ
っ

た
点

、

等
が
挙
げ
ら
れ

て

来
た
。

が
、

他
方、

前
記
の

よ

う
な

智
稽
窪
。。

哲
学
の

内
容
そ
の

も
の

が

与
え
る

含
苧

冨
一

と
い

う

印
象
も

、

原
因
の
一

つ

と
し
て

、

見
逃
し
て

は
な

ら
な
い

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

よ

う

な

冨
娼
窪
の

哲
学
の

印
象
や

立
場、

見
解
等
に

原
因
し
て

い

る
と

み

な
さ

れ
う
る

従
来
の

コ
。

。q
巴
署

な
｝

舘
冩
湊

観
・

匂

塁
它
磊

像
の

定
着
や

、

冒
頭
で

触
れ
た

現
代
哲
学
の

大

勢
と
も
相
ま
っ

て、

今
日、

匂

器

儲
窃

哲
学
を

主

題
と

し
て

取
り
扱
う

論
著
の

数
は
き
わ

め
て

少
な
い

の

で
あ

り
、

こ

こ

数
年
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間
に

、

若
干
の

研
究
書
・

論
文、

並
び

に
入

門
的
内
容
の

本
が
新
た
に
つ

け
加

わ
っ

た

程
度
に
す
ぎ
な
い

。

ω
し
か

も
、

従
来
の

研
究

（

日

本
で

の

研
究
も
含

め

て
）

に
比
し
て

新
た
な

あ
る
い

は
卓
越
し
た

観
点
や

内
容
が
そ

れ

ら
の

中
に

呈
示
さ
れ

て

い

る

と

み
な

す
こ

と
は

、

き
わ
め

て

む
っ

か
し
い

。

　

西
ド
イ

ツ

の

諸
大
学
の

講
義
や

演
習
で

も、

そ
の

テ

ー
マ

に
関
す
る

参
考
文

献
の

中
に

冨
ぞ
 

冨

の

著
作
名
が
あ
げ
ら
れ
た

り
す
る

こ

と
は

あ
る

が
、

日

串

冨
磊

哲
学
そ
の

も
の

が

直
接
の

テ

ー

マ

と
し
て

選
ば
れ
る

こ

と

は
、

き
わ
め
て

少
な
い

。

　

以
上
の

よ

う
な

傾
向
下
に
あ
っ

て
、

わ
ず
か

な

例
外
は

、

一

九
八
三

年
の
、

甘
自。

曉
屋

生
誕
百
年
に
ち
な
ん
で
の

諸
動
向
で

あ
ろ

う
。

爾
来
す
で

に
三

年
の

年
月
を
経
た
今
日
、

そ
の

話
題
性
の

価
値
は
か

な

り
う
す
れ

て
い

る

で

あ
ろ

う

が、

当
時
日
本
に

も
伝
え
ら
れ
た

内
容
と
重
複
し
な
い

範
囲
内
で、

今
一

度、

マ

ス

コ

ミ

の

反
響

、

記
念
の

催
し
の

テ

ー

マ
、

大
学
の

開
講
題
目
等
か

ら
、

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

鋤

冨
。。
で
。

旨

の

扱
わ
れ

方
の

特
質
を

以
下
で

浮
き
ぼ

り
に
し
て

み
た
い

。

ー

二、

倫
理

・

政
治
思
想
的
意
義

　

冨
昌
。

屋

生
誕
百
年
に

あ
た
る
一

九
八
三

年
二

月
二

三
日

を

前
に

し
て

、

．
西

ド
イ

ッ

の

各
新
聞、

テ

レ

ビ

な

ど
の

マ

ス

コ

ミ

は
、

　
「

実
存
哲
学
者
匂

霧

冩
コ

」

を

大
々

的
に
取
り
あ

げ
た

。

生
前
の
一

九
五

〇
年
代
．

六

〇
年
玳
に
西
ド

イ
ツ

の

マ

ス

コ

ミ

に

登
場
し
た
匂

舘
℃
 

話

の

具
体
的
な

政
治
的
発
言
権
は

、

当
時
大

反

響
を
よ

び、

保
守
的
紙
面
等
で

は、

す
る

ど
い

批
判
の

ま

と

と
な
っ

た
。

一

九
八
三

年
の

マ

ス

コ

ミ

で

の

扱
い

方
は

、

も
ち
ろ

ん

も
は
や
そ
の

よ

う
な

性

質
の

も
の

で

は
な

く
、

大
部
分
は

、

〈

物
伝
記

、

著
作
紹
介

、

思
想
に
つ

い

て

の

若
干
の

解
説

、

を

織
り
ま
ぜ

た
一

般
く
向
け
の

ご

く
平
凡
な

「

匂

舘

需
議

入

門
」

的
内
容
で

あ
っ

た

が、

中
に

は
、

コ

ご
冨

No

答．
」

紙
の

よ

う
に、

　
富
。。

冨
黠

の

後
期
の

論
著、

特
に
政
治
思
想

・

政
治
的

発
否
に

焦
点
を

し
ぼ
っ

て
、

政
治

文
筆
家
と

し
て
の

冒
壱
。

屋

を
評
価
し
た
も
の

も
あ
っ

た
。

西
ド

イ
ツ

や

世
界

の

政
治
・

社
会

状
勢
の

現
状
と
そ
の

ゆ

く
え
を
旨

霧
鵠
鵠

が

す
る

ど
く
分
析
し

今
日

現
実
と
な
っ

て
い

る

事
態
を

当
時
す
で
に
正

確
に

予
測

し
予
言
・

警
告
し

て
い

た
と

高
く
評
価
し
て
い

る

の

は
翼

味
深
い

。

　

ま
た

、

こ

の

年
は、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の
、

例
え
ば

、

O
竃
o
昌
σ

自
鱒

寓
 

崔
99

品凵

団
国

器
ポ

”
O
ほ

賃

審
ヨ

輪
国

碧
び

乙
o
ド
oP

乏
‘
噂
噂
oH

→

鼻

国

巴
？
≦

葺
窪
σ

霞
oq

等
の

各
大
学
や

、

Ho

乙
o
コ

と

N
騨

鴨

魯
の

Oo9

冨
占

島
韓
9

等
で

、

冨
。 ・

需
鵠

生

誕
一

〇
（
）

年
記
念
の

シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

や

会
議、

講
演
会、

諸
資
料
の

展
示
等
が

催
さ
れ

た
。

そ
D
祭、

響
。

目
o

皆
¢

晶

で
は

、

二

〇
〇
以
上
の

資
料
の

展
示
に
と

も
な
っ

て
、

　
匂．
−

閏゚

鬥
oo

｝
母
ら

岳
的・
）

二

閤

母

こ
塁

冨
富

貯
・。

o

貯

震

霑
。

竇
。
一

9
お
鐙

No

騨
．．

黛
o

置
o
蓐
奠
単

冨
゜。

ご

と
い

う

資
料
集
が
出
版
さ
れ
た

。

そ

の

中
に
は

初
公

開
の

資
料
が
か
な・
り
含
ま
れ

て
い

る
。

価

　

そ
れ

ら
上
記
各
地
で
の

成
果
は

、

現
在
ま
で

の

と
こ

ろ
以

下
の

よ
う

に
刊
行

さ
れ

て
い

る
。

ピ
 

轟
 

鼻

男
詔

巳
需

魯
島

αq°
）”
鴫
，

ロ
o
°・

ε
三
〇

富
H

国
o

蓐
鼠
齢．

困
葭

こ
霧
唱
oH
 「
P
り゜

閏
o
σ

墨
母
一

〇。

o 。

ロ

ー

悼

ρ

閃
o
げ

旨
賃

¢
ひ
唱’
（
冢

贄

＝
固

稽
母
？
も。

網

ヨ
唱

8一
〇

昌

暫

巳
攀
一゜

匹゜
一〔
）

OOo

σ

ロ

ユ
“。

訂
倣

。゚

）°

O
試

g
げ
口

鴣
一

鴇

ooP

　

こ

れ
は

、

匂

器
冩
磊

の

生
地
O
置

窪
げ
雷

鐔

の

市
と
大
学
の

共
催
で
行
な

わ
れ

た
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

の

次
の

よ

う
な
講
演
を
中
心
に
し
て、

ま

と
め
た

も
の

で

あ．
る

。
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澪
〉
胃
ピ

も

＞
gα
殉
団

閃
o魯
南
螺
＝
り

Oo
吻一

〇

2

国

三

肇
属
。

70

葫
一

〇

PO

。

σ

自
陣

明

討

鴨

瓮
霧
胃

呂
o
勃

。

苳
雪
儒一
乙

里
臣
蕁
耳

鴨
跼

　
　
　
　
　

　
　

　
　
二

20
口

宝

篝
O
ざ
o
ヨ

げ

＝

鴣

　
　

毒
旨
霧
富
冑

9
菖
ロ

α

自
q。

富
畠陣
O
竃

霊
ε
お

6
言
σ

）

蓍
鮎

自
巾
H
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NO

し
笛

昌
漏

爰

巴
し
m2

臼

Q．
悶
6
げ
肩

‘

国
門

δ．
耐
o
σ

崔
貫

一

刈9
団
O
げ
同

賃
閣
H

博

q°
岡
o

ざ
母

　
　
　
　

　
　
　
　
　ヤ

d
目

70
同

閣一齢
隅
件

O
一

自
O
昌
げ
信

同
励

　
　
　
　
　
　

　

　
　

＜
Oh

貯
僧

鵯
悔
 

監
O”

噌
凶

O
冨
鴇
O
同

Uh
駒
閃
口
畠

O
煢

尸
O
旨
σ噂

OR

陣

署

σ
冨

O
 

h

苳
H
告

釋
旨
鵬

店

O
片

聞
同

0凶
70

津

飾
ロ
同

O
，

畠

♂
　
c鹽
コリ
聞

貯

罫
G70

コ

司

く一
 

団

0
旨
胆

q7

叫

h停
O
口のの

閏
「

Oh
再
田

閉

O
同

一
）

同゜
（
旧

麟

コ
→

70

蹟

閑
O
陣

ず

 
茎
。

 

。

豊
い

。

蚕
9
豊
冨

§
昏

o

§
コ
σ

蓉
軽
讐
・

g
σ

g

閑

壁

蓐
需
嵩．．

葺嚠
国
帥

磊
◎。

°。

コ
 
同

』
塁
 卩

’
 

器

驚
富、

置
8
。μ
濤
【

ぎ
ヨ

葺
。

巳
窪

乏
。一
な

議
o
句・

09

｝
。．．

＝
o
瀞

馨
二
）
同゜
≦
o

壽
畧
゜。

ぎ
脅
ご

℃讐
O
。

隷

ぼ

含
鴣
窒
昏

g

コ

｝
。一鱒

−

演

匿

＝
器

需
鵠

駐

冨
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騎

く

9
困

母

こ
騁

唱

曾
  ．

ど
い

う
ゼ

ミ

ナ

ー

ル

を
担
当
し
た

。

　

か

つ

て
、

婚り

丕
o

昏
ooq

β

母
留
o

邑゚
。

冨

目
傷

芭
舞
舒
魯
o

国

昏
節、。

角
冨
コ

置
ゴ

ロ

一

〇

α
。。

）

や

ご

団
乙
゜。

け

o

自
℃
7
富
o

呂

嘗
貯

‘
昌
“

国
三
ド．．

角
冨
昌

胛

旨
同

二
〇

刈
O

）

等
の

著

作
で

主

体
と

し
て
の

実
存
に
と
っ

て
の

倫
理

の

問
題
を
詳
細
に
取

り
扱
っ

た

舅

国
9。

ぽ
9
冨
畠

角
薗
σ

ぎ
鳴
巳

は、

次
の

よ

う
な

演
習
の

テ

ー

マ

の

も
と
で
H

鶚
−

冩
暇
。。

を
も
と

り
扱
っ

て
い

る
。

団
×

韓
o

自
唱
，
は
o
。。

暑
ま
ρ

国
7
涛

鑑

巳

ぎ
毎
貯

（

ぎ
・。

冨
ロ

8
α
o
融

 

げ
 

＝
霧
速
鬥

 

β

コ
住

G自

母
貯
o
）

（

≦
Qり

這
oo
一

丶

QoP

）

団
x頃
。 ・

8
匿
噂

ぽ

嘗
o
。。

o
娼

露
o

＝
昌
自

ヨ
国

冥

葺
貯
o

冨
月
，

8
且
Φ

貯
臨
o
旨

≦
o

写
碧
窪

No

障

（

≦
Q 噂

這
Qθ

N
丶

oQ

ε

そ
の

中
で

、

寓
o

言
謂
o。
o
鈩

日

黠
噂
o

β

冨
鎚

8
晒

ob

δ
o

互
o。

臼
爵
¢

が
扱
わ
れ

た
。

竃

翼
♂

ヨ
昜
＝

巳
勹

ゴ
目

霧
o

喜凶
o

ロ

87
α
o

ヨ

Z
象凶
量
巴
゜・

oN

ド
置
9・
ヨ

自

e
 
H

の

霞
¢

詳

毒
労
o

昌
辞

鐸
旨

qO

器
pN2

三
〇

且
ロ

07

窪
一
）
o
ロ

ぎ
ロ・゚

）

ー

H
口

訂

β

国
8
尸

〉
ら

o

弓
oIo

。

肆
＃
 

L
霧

儲
H
匝

1
男

o

篭
 
目

（

Q 噛

Q り

這
Q。

り
）

噂
7
鵠
o
°。

o
℃

三
〇

ー

≦
 
一

言

暴
昌
坦

莓
お
ー

≦

茨
o

諺

魯
践
＝
昌

自
 
H

≦
o

ぎ
葭
霞

N
 

畧

窃
o。

一

〇

。。

轟

）

前
学
期
に

∪
目

9
Φ

団

と

調
‘

器
o

ユ

が
扱
わ
れ

た
の

に

続
い

て
、

≦
 

げ
 

♂

ω

。

ぎ
響》

討
眉
 

声
出

凪
O
¢

踞
窪

が
と
り
あ

げ
ら
れ
た

。

　

生
誕
一

〇
〇
年
記
念

目
o
げ

ぼ
゜。

21

＜
o

葺
お
ご
蝕

巳
日

瞿

窟
冨

ー

団

ぎ

写
ま゚
・

。

嘗

琴
の

Φ

§
N
。

津、．

に
お

い

て

も、

諄

ぎ
芸
薗

9
は、

と
り
わ

け
科

学
と
哲
学
と
の

関
係

、

哲
学
と

政
治
と
の

交
錯

、

に
関
す
る

旨

塁

需
旨

の

思
想

に

今
日

的
意
義
を
見
て
と
る

こ

と
に
よ
っ

て、
　

回

霧

需
富

哲
学
を
わ
れ

わ
れ
の

時
代
の

哲
学
と

し
て

、

そ

し
て

哲
学
的
理

性
の

世
界
を
時
事
的
攻
問
題
へ

と

取

り
も
ど
す

思
惟
と

し
て

、

描
き
出
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ラ

　

以
上
の

よ

う
に

、

各
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

俗
で

は
、

大
別
し
て、

精
神
病
理

学、

哲
学

、

政
治
思
想
の

三

側
面
か

ら
の

ア

プ

ロ

ー

チ

に
よ
っ

て

』

器
需
屋

の

多
面

な

全
体
像
を
評
価
し
よ

う
と
し
て

い

る
。

そ
の

う
ち

哲
学
の

分
野
で

は
、

科
学

と
哲
学

、

政
治
と

哲
学、

自
由

、

哲
学
的
信
仰

、

実
存
と
理

性、

哲
学
的
根
本

知
、

竺

て

オ

ー

ソ

ド

ッ

ク
ス

に

討
紹
¢

錺

哲
学
の

中
心
的

∴
特
徴
的
概
念
や
思

惟
を
と
り
あ

げ
て
旨

舘

聴
器

哲
学
の

多
様
性
を
示
し
て

い

る
。

し
か
し

、

そ
れ

3号 24
607
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を

例
え
ば
「

自
由
の

哲
学
」

と
い

っ

た

表
題
の

も
と
に
総
括
し
て

い

る

点
や

、

乏
詔

慧
o
鵠
巴

の

よ

う
に
テ

ー

マ

を
政
治
哲
学
の

み

に
し
ぼ
っ

て
い

る

点
、

が

特

徴
的
で

あ
る

。

大
学
の

ゼ

ミ

の

テ

ー
マ

に

も
、

各
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

と
ほ
ぼ

同
様

の

傾
向
が
見
て

と
れ
る

。

　

さ
て

、

こ

こ

で
、

マ

ス

コ

・・
丶

シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム
、

大
学
で

の

演
習
や

講
義
で

の

』

黯
℃
o

諺

を

扱
う

目
的
や

方
法

、

内
容
的
重
点
の

置
き
方
等
を

、

当
然
の

こ

と
な

が
ら

、

全
く
同
質
視
す
る

こ

と
は

出
来
な
い

が
、

そ
れ

ら
全
体
に
共
通
し

て

置
か
れ

て
い

る

重
点
を
見
て
と
る

こ

と
は
可

能
で
あ
ろ

う
。

そ
れ

は
、

冨
。・

・

唱
。

冨

が
精
神
病
理

学
者
で

あ
っ

た

時
期
を
別
と
す
れ
ば

、

実
存
哲
学
者
匂

蓴
・

驕

を
、

政
治
と
哲
学
の

不
可
分
性
が

前
面
に
齢

し

出
さ
れ

て
い

る

後
期
を
中
心
に

し
て

と
ら
え

、

彼
の

倫
理
・

政
治
思
想
に

意
義
を
見
い

出
そ

う
と

し
て
い

る

点

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

具
体
的
に

は
、

冒
紹
・

冨

の

時
代
分
析

、

マ

ル

ク
ス

主

義
批
判

、

全
体
主

義
批
判

、

時
代
の

危
機
意
識

、

科
学
の

限
界

、

世

界
の

政
治

隋
勢

、

ド

イ
ッ

民
主

主
義
の

現
状
や

具
体
的
な
社
会
・

政
治
問

題
、

自
由、

責

任、

平
和

、

等
々
、

倫
理
・

政
治
的
諸
問
題
に
関
す
る

冒
。・
唱
。

屋

の

思
惟
が

取

り
扱
わ
れ

て
い

る

点
で

あ
る

。

σ
一

九
八
三

年、

な

い

し
は
そ
の

前
後
の

テ

ー

マ

と
し
て

そ
れ

が

共
通
し
て

取
り
あ
げ
ら
れ

て
い

る

の

は
、

そ
れ

が
一

九
三

〇

年
代
前
後
か

ら
一

九
六
〇
年
代
ま
で

の

状
況
下
で
の

臼

霧
黠
磊

の

哲
学
思
想

（

と
匂
わ

け
一

九
三
三

年
以
降
）

の

中
で
重
要
な

位
置
を

占
め
て

い

た
テ

ー

マ

で

あ
っ

た

か

ら
の

み

な
ら
ず

、

今
日
の

西
ド

イ
ツ

の

政
治
的
社
会
的
現
状
と

立

場
、

世
界
状
勢
に
と
っ

て、

ま
す
ま
す

重
要
な
現
実
問
題
で

も
あ
る

か

ら
で

あ

る
。

そ

れ

ら
に

と
っ

て
、

匂

窃

冩
磊

の

思
想
は

、

今
日

も
な
お

意
義
あ
る

手
が

か

り
の
一

つ

と
し
て

取

り
扱
わ

れ

う
る

の

で

あ
る

。

　
以
ヒ
、

討
。・

需
嵩

の

倫
理
・

政
治
的
思
想
に
今
日
の

問
題
状
況
下
で

の

意
義

を
見
い

出
す

、

あ
る

い

は、
　
一

田

聴
鵠

の

著
作
を
今
日
の

現
実
か
ら

読
み
な

お

し
て

み
る
こ

と
を
ア

ピ

ー
ル

す
る、

と
い

う
一

九
八
三
年
前
後
の

動
向
を

概
観

し

た
の

で

あ
る
が

、

そ

こ
で

扱
わ

れ
て

い

た
テ

ー
マ

は、

い

ず
れ
も

、

冨
。・

需
塁

研
究
と
し
て
は

決
し
て

新
し
い

も
の

で

は
な
く、

む
し
ろ

従
来
か
ら

く
り
返
し

と

り
あ
げ
ら
れ
て

い

る

も
の

で

あ
り

、

内
容
的
に

も
新
し
さ

を
欠
い

て

い

る
。

そ
の

意
味
で

、

生
誕
一

〇

〇
年
記
念
に

ち
な
む

動
向
は、

掛
。。

冨
磊

研
究
そ
の

も
の

の

内
実
に

何
ら

新
風
を

吹
き
こ

む
こ

と
が

出
来
る
よ

う
な

も
の

で

は
あ

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ

え
な

か
っ

た

と
言
え
よ

う
。

 

し
か
も

、

そ
の

動
向
も、

｝

九
八
三

年
が
過
去

と
な
っ

た

今
で

は
、

消
え
て
い

き
つ

つ

あ
る

の

で

あ
る

。

討
招
。

房

哲
学
全
体

並
び
に
そ
の

研
究
は

、

再
び

閉
塞
状
態
へ

と
陥
っ

て

い

る

と
言
え
よ

う
。

　
こ

れ

が、

筆
者
（

寺
西
）

の

目
で

と
ら
え
た
限
り
で

の

現
状
で

あ
る

が
、

次

に
、

視
野
を
少
し

は
建
設
的
な

方
向
へ

と

向
け
て

、

　
討
。 ・

噂
。

屋

哲
学
の

今
後
の

可
能
的
意
義
及
び
匂

霧

它
屋

哲
学
研
究
の

可
能
的
方
向
に
つ

い

て
考
え
て

み
る

べ

き
で

あ
ろ

う
。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

06

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6

三、

　
「

哲
学
の

世
界
史
」

　
・

「

世
界
哲
学
」

へ

の

道

　

討
。・

窟
鷁

の

著
作
の

刊
行
は

、

従
来
の

も
の

の

ペ

ー
パ

ー
バ

ッ

ク

化
が

続
け

ら
れ

て

い

る
・

 

建
、

三

万
枚
に
の

ぼ
る

蓼

冨
手
書
き

璽

幕
塑
直

接

に
は
。。

塁
9
に
よ
っ

て

管
理

さ
れ
て

い

る
。

す
べ

て

の

手
紙
類
は

、

〉

目
三
く

律
O
窪
討
。

訂
い

密
田
ε
H

禽
田
99

）

に

納
め
ら
れ
て

い

る
。

遺
稿
や

書
簡
の

内

容
の
一

部
は

、

未
公
開
の

段
階
で

す
で

に
し。

擘
oH

著
己

国

目

ご
窃
冨
羇

ぎ
田

奠
σ

舞
・

国

o
ロ
国

三
も・
器
昌

信

⇒
α

翩

ロ

“

9
陣
β

ヨ
 

08

昌．．
（

＝

璧
σ

葭
αq−

這
刈

O
）

や
も。

畧
 

斜

国
9

冨一

N
‘

閑

巨

冨
毯

霧．

之

畧
三
農博

国

ヨ

〈
o
同

辰
ロ

言
2q
ロ

巴
o

篝
（
這

＄
こ
ご゚

一

轟

Oo

錺、

自
宀

鵠
 ‘
）“

丙

翼一

匂

鷂

冨
鵠

ぼ

臨

9
　
U
貯
障

舘
。 ・

μ

9
ゴ゜

Q。°

童
O

ム

＄°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
25

の

中
で

、

断
片
的
引
用
や

概
略
的
解
説
に
よ

り
明

ら
か
に
さ
れ
て

も
い

た
が、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得

そ
の

後
、

一

九
七

四

年
以
来、

遺
稿
出
版
の

た
め

の

作
業
が

、

哲
学
の

歴
史、

N 工工
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論
理
学

、

哲
学
的

・

現
代
史
的
・

伝
記
的
に
重
要
左

手
紙
類

、

の

三

企
画
に
限

定
し
て

す
す
め

ら
れ

、

日
本
で

も
周
知
の

よ

う

に
、

現
在
ま
で

に
、

哲
学
の

歴

史
に
関
す
る

遺
稿
か

ら
次
の

も
の

が

出
版
さ
れ

て
い

る

が、

Z9

貯
05N

ロ

三

霞
ユ
コ

国
o
乙
¢

器
o
け

ゴ

諺
oq

』’

胃
ロ。

窪
臼゚

竃
自

50

げ
o

ミ
N
醸

ユ
o
ず
一

〇
圃

。。凸

O凶
 

噌

呂
窪
勺
7
自

霧
o
唱
詳

魯゚

2
薗
o

窪

島
一

FP7

錺
晒

く．

霽
o 。

帥

自
o
瞬．

q
三
奐

竃
畧

碍
げ
O

胃

〈
O
コ

閃．

国
O

鼠
コ

q

馥゚

竃
目
コ
070

具
N
召

二
〇
置

一

〇

QC
一

冒

≦
鮎

冊
窃
o
露

9
齢

Φ

亀

2
》
評
匿
o
恥

o
℃

三
〇°

覿
巳
鼠

9
耜鹽
〉
鱈
q。

巒
ヨ

Z
営
三

擧．

訂
叨

Gq噌
く゜
寓゚

o。

雪
興゚

三
蜜

会
o
旨

、

N
留

二
〇
7

這
◎o

ド

そ
の

内
容
は

、

い

ず
れ

も
、

哲
学
界
で
は

あ
ま

り
重
祝
さ
れ
て

い

な
い

。

嵯、

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

な

一

九
八
五

年
十
月
に
は、
寓

碧
旨

聾
〉
同

窪
臼

と
の

往
復
書
簡
集
が
出
版
さ
れ
た

。

。馳

畧
9
自
身
の

発
表
に
よ

れ

ば
、

論
理

学
に
関
す
る

遺
稿

、

哲
学
の

世
界
史
に

関
す
る

最
終
部
遺
稿

、

書
簡
選
が
今
後
出
版
さ
れ
る

予
定
で
あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に、
oo

畧
o
円

を
中
心
と
し

て

遺
稿
出
版
に
関

係
す
る
人
々

の

偉
大
な

努
力
の

お

か

げ
で
、

今
後
も
遺
稿
の

出
版
が
期
待
出
来、

そ
れ

に
よ
っ

て
、

あ

る

い

は

臼

器
需
黠

哲
学
の

新
た
な

魅
刀

や

意
義
が
見
い

出
さ
れ

う
る

か
も
し
れ

な
い

。

　

そ

れ

以
外
に
は、

冒
頭
で

触
れ

た
よ

う
な

現
代
哲
学
の

視
点
か

ら

冨
稽
。

旨

を
と

ら
え
な
聆

す
と
い

う

道
が
考
え
ら．
れ
よ

う
。

　

更
に
は、

　
富
ぞ
。

冨

に

関
す
る

従
来
の

西
欧
的
研
究
姿
勢
か

ら
踏
み

出
て

、

日
本
入
と
し
て

哲
学
す
る
こ

と
の

今
後
の

課
題
を
も
み
き
わ

め
る
べ

き
で

あ
る

、

と
い

う
こ

と
も
強
調
さ

れ
て
よ

い

で

あ
ろ

う
。

西
欧
の

哲
学
界
が、

わ
れ

わ
れ

日

本
人

に
望
ん

で
い

る
こ

と

は
、

決
し
て

、

西

洋
哲
学
に
つ

い

て
の

、

彼
ら
も

驚
嘆
す
る

ほ

ど
詳
細
な

知
識
や

解
釈
研
究
の

み
で

は
な

く、

日

本
く
の

哲
学
・

思
想
な
の

で
あ

り
、

西
欧
と
日

本
の

各
々

の

歴
史
・

伝
統
・

文
化
・

現
実
社
会

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

ゆ

を
基
盤
と

し
た
上

で
の

両
者
の

哲
学
的
対
話

、

哲
学
的
交
わ
り
な
の

で

あ

齣
。

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

オ

　

そ
の

点
、

智
呂
o

鵠

の

「

哲
学
の

世
界
史
」

・

「

世
界
哲
学
」

と
い

う
意
勵

は、

日
本
ひ
い

て

は

東
洋
の

哲
学
界
と
西
欧
ひ
い

て

は
西

洋
の

哲
学
界
の

両
方

に
詮

い

て
、

も
っ

と
積
極
的
に
注
目
さ

れ

て
よ
い

は
ず
で

あ
り、

注
目
さ
れ
る

べ

き
で

も
あ
ろ

う
。

そ
し
て

、

ま
さ
に

そ
の

よ

う
な

く

間
存
在
の

普
遍
的

交
わ

b
可
能
空
間
へ

の

道
の

探
求
に
率
先
し
て

参
与
し
て

い

ぐ
こ

と
が

、

ほ
か
な

ら

ぬ

｝

器
黠
昌

か
ら

哲
学
す
る
こ

と
を
学
び

訂
の

冨
閉

を
乗
り
越
え
て

行
こ

う
と

す
る
日

本
・

東
洋
於

よ

び
西
洋
の

冒
省
o

屋

研
究
の

使
命
で

あ
る
と

言
え
る
の

で

は
な
い

で

あ
ろ

う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（

謹
三
詞
 

P

這
。。

い

、

。。

α

記
）

（1＞（2＞

証

最
近
の

例
と

し

て
は

、

討
ぞ
o

富

の

元
助
手
で

あ

り
、

遺
稿
の

責
任
編
集
者
で

あ
る

＝
国

塁
゜。

畧
霞

　
の
一

九
八

〇
年
九

月
十
六

日

付
Ω
。
°・
一一
魯

宛
書
簡
の
一

部
に

も
、

次

の

よ

う
な

表
現
が

見
ら
れ
る

。

「

討
娼
 

羇

は、

ド
イ

ツ
の

大
学
で
一

度
も
好
ま

れ

な
か
っ

た。

彼
自
身
弟
子
を

引
ぎ
寄
せ

た
が

ら

な
か
っ

た
た

め、

彼
の

も
と
で

学
ん

だ

大
部
分
の

者
達
は

、

哲
学
教
授
に

は

な

ら
ず
他
の

職
業
に

つ

い

た
。

・
・
：

（

中
略
）

彼
は

哲
学
者
で
は

な
か
っ

た

と、

今
日
ほ

と

ん

ど
の

ド

イ
ツ

の

大
学
教
授
達
は

思
っ

て

い

る

と

私
は

思
う

。

」

　
（

Oo

售

♀

の

ロ

露゚

（

本
稿
注

 
に

明
示
）

　
堕

亀
O

）

開
唱

魏
い

巳

璧
¢

コ

　

著
”
恥

巴
一

鶚
唱

o

謂．．
（
鑑

雪
鼻
o
コ、

這
゜。

い

）
の

巻
末
の

文
献
表
に

一

九
八

〇
年
代
の

新
文
献
が

含
ま

れ

て

い

る
。

そ
こ

に

挙
げ
ら
れ

て

い

な
い

も
の

と

し
て

は
、

以
下
の

も
の

が

あ
る

。

OO

900

ヲ
く

ぎ
 

厂

O
 

o
「

儕“

O
δ

≦一
〇

畠
ゆ

晨
o
≦

ぎ
コ

ロ

お

Ω

馥

≦
骨

紅一
〇
7
陣

 

謬

自

巽

→

冨
島
N
 

謬

9
簧
一

ヨ

O
窪
冨
詳

く
03

類
騨

ユ

掛
聲
 

塗
　

這
oo
悼

ヵ
o
願

o

ま
ぴ

口

薦

O凶
認゜
一

〇

◎oU

O
諺
＝
n70

暫

σ

『冖
巴
σ一
く

臼
。・
〇

三

且
 

コ

φ

「
o
同

ヨ
o
⇒

ヨ
戯
膏
o

ζ
 
円

澗
o

ヨ
ヨ
ロ

コ

節
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OOOOO前
記
。゚

巴

§
琶

の

匂

塁

需
羇

生
誕
｝

○
○
年
記
念
の

催
し

等

く

概
略
的
に

触
れ

ら
れ
て

い

る
。

例
え
ば、

東
西

ド

イ

ツ

再
統
一

問
題
や

、

ド

イ

ツ

民
主
主
義
の

危
機
に

関
し
て

等
、

ま
た

著
書
『

連
邦
共
和
国
は

ど
こ
へ

行
く

』

（

｝

九
六
⊥

ハ

年、

あ
ら
か

じ

め
“
b
窩

o。

讐
 

o。

a、．

誌

一

。。．
〉

唱

邑
一

〇

象
2
「

」
刈

る
い゜
〉
噂

詰

¢
ま
乞
同゜
一

゜。ー
ド

竃

巴

這
ま
2
び

這
に

掲
載
さ

れ

た
。

）

に

お

け
る

問
題
提
起

等
。

余
談
な
が

ら、

資
料
集
に

は

印
刷
さ

れ

て
い

な
い

が、
　
展
示
で

は、

日

舘

窟
議

の

自

轟
。゚

鳶
ゆ

の

冬
学

期
の

講
義、

カ
ン

ト
の

純
粋
理
性
批
判
の

聴
講
者
登
録
名
簿
に、

o 。

o

ぎ
o

饕
即

o

嘱
‘

霧
゜°
脚

（

囚
o
σ
o

鍵
唱

彗
）、
o。

o

貯
oO

 

（

竃

舜
坦

鴨
一

m
℃

彗
）

の

名
が、

｝

冒

羣
聾
》
「

睾
梟

等
の

名
と

と

も
に

記

さ

れ
て

い

る

の

が

見
ら
れ

た
。

齢

ざ
昌゚

　

国

貯
o

⊂

窰
o
旨

ユ
〇

三
罵
 

膨
o

剛
コ

〉

霧
65．
 

コ

亀

2
器
氤
賃
コ

o 噛

ヨ
諜

凶

閂冖

固

劈
「
 

コ．
閤
o

ヨ
ヨ
ロ
コ

譯
m
臨
o
コ
゜。
一

＝
面

o
二
m°
一

〇

qo

ω

〉
口

070

昌

O
冨
屮

男
o
臼
償
信

自
O
ζ9

冨

喟

長

当
言叫
O
噌

o
コ

N
ご

o

屯

島仲
器幽
コ

＝
ロ

住

呵
Hm

口

旨
o
ロ

畠

巾

目
07

蜜
7

巨
磊
』°
ロ爾

ε
象
ζ◎

尋
ω

H

停

覧
三
30
唱

劉

同
ゴ

呂
δ
oq
貯

く

o
ロ

開
欝

＝
田
噂
o
易

一

〇

Qo
轟゜
国

磊
O
ぎ
．゚
1

匂
麟

ず
【

国
ロ

h

ロ。
藹
帥

ロ
噂

＃
冑
2
 鹽
一

〇

go
ω

窰
95070

コ
一

）

騨
鱒

乏一榊
沼
o
お

閃
」

〉
コ

o

 
5
ロ
コ
o雨
己

コ
◎

ご

三
2°・
07

 

己
β
昌
σ9°
国
×

尉
陣

o
昌
国

噂
7
臨

霧
o
唱

篝
 

一
ヨ

類
罔

ヨ

箕
眉

ヨ

島
o

国

惹゚。
冖

o

目
血
oH

旧
7
監

o
旨

”

三
炉

　
開

胄一

智
轄
o

閉

儲
”
自

霞
閏

ユ
ぎ

国
o

筏

謡
究
き

ぎ”

周

冨
o

δ
o身

貯

ロ

鵠
α

用
5
醇

08

娼

三
〇

U
ゆ

（

6q
。

ε’

o 日゜
心

Qo
一

ム
Oo
◎

国

訂
嵩
07

野
工’
錫

”
昏

≦
貯鄲
 

ひ

”曾
（

属

磊
oq
し“
困

葭

こ
島
唱
 
周
仂

刈
oO

節

贇゜
憎

7
崔

守

白・
o

”
ゴ

図

巣

葺
Φ

月

訂
o

夢
o
缸
o
一

欝
o

「
ロ

言
話鴇
鬢
霧關一
ぎ

鵬

δ

尸
一

ゆ
Qq
ひ

α

毎
 

ぎ

網
ロ

饕
h”
内
国

二

匐
召
 
H°・°
帽
7

ぎ
向。

o
唱
7
審

兮
目

悶

冨

警
o
削

P

団
円

 

睾
¢

茜

一．
嶺σ

さ

ヨ
自

＝
07

 

冫
一

〇

Qo

“

≦
o
訂
謬

9噸
Oo

拭「
贈
げ
自
o
°・
o
噂

匡
o

＝
誉
匹

国
鬥

旨
匪

日
ロ
o◎
 

ξ
貯

器
諺
07

母
8
昌

げ
 一

尿
賃一
匂

器
灯
o
畠゚

労
闘
灯
ぴ

ロ

翕
o
も

三
・。

92
』

巴

再
げ

蓉
”

（
O
悼

」
巴
肖

饕
団
αq

お
oo

い層

o咀．
卩
い

 

山
軌
軌
）

　

　

　
　

　

著
臈
h
葭

こ
m

稽
o
磊．．

の

第
三
童・
「

影
響
」

の

中
で

も
、

九
八

三

年

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

最
近
の

研
究
動
向
に

っ

い

て
、

ご

（6）（7）（8） ao） 

国

羃一
と

エ
o

置
9
審
お

で

の

掛。゚
U
窪
。・

南

葦
60
繊

鏨
に

は
、

哲
学
部
門
に、

日

本
か

ら．

鈴
木

、

林
田

、

宮
坂、

福
井
の

四

氏
が

参
加

さ

れ、

そ
の

詳
し

い

内
容

は
、

そ
の

後
日

本
に

伝
え

ら．
れ

た
こ

と

と

思
う
の

で
、

こ

こ

で

は

記
述
を

省
略
し

た

が
、

そ
の

匂q
同

昌
唱

o

駐
巨

　
を

も
念
頭
に

入
れ
て

、

以

下
論
を

す
す
め

る
。

』

田

髢
鵠

に

お

い

て
、

特
に

彼
の

後
期
の

哲
学
に

お

い

て、

哲
学
と

政
治
思

想
と
は

不
可
分
で

あ
る

。

彼
自

身、

政
治
的
思
惟
を

と

も
な

わ

な
い

い

か

な
る

偉
大
な

哲
学

も
存
在
し

な
い

と
確
言
し
て

い

る
。

彼
の

哲
学
は

政
治
思
想
を

含
む
も
の

で

あ
り

、

彼
の

政
治
的
な
論
賢

諸
発
言
は、

彼
の

哲
学
に

も
と
つ

く
も
の

で

あ
る

。

ま

た、

倫
理
と

政
治
も
不

可
分
で

あ
り、

討
芯
ω

搴

自
身、

倫
理
ー

政
治
的
と
い

う一「一
口

葉
を

使
っ

て
い

る
。

な
お

、

前
期
に

お

い

て

展
開
さ
れ

た

実
存
を
中
心
と

す
る

実
存
哲
学

と、

外
的
現
実
と
の

か
か

わ

り
に

お

け
る

後
期
の

哲
学
と
は、

実
存
の

基
盤
と

し
て

の

現
存
在
の

確
保
と
い

う

意
味
で

、

本
質
的
に

連
関
し
て

い

る
。

ロ。

巴

馨
唱
5

は
、

　
匂

器
娼

日
ロ

生
誕
一

〇
〇
年
記
念
の

諸
動
向
が
』

鬻
噂
o
黠

研
究
に

「

新
し
い

衝
動
を
与
え

た

と

受
け
と
る

こ

と

が

出
来
る
」

と

積
極
的
に

評
価
し

て

い

る
自

（

。自

舷
国

言

鬘

二
剛

掲
書
。゚

」
自

）

；
雷
最
近
の

も
の

と

し
て

は
、

丙
ロ

聾
匂

翳

慧
H
劬“
09

＞
h

馨

巨
什

09

爵
o

冨
昌

N

葺
醇

〒

齢
窪
1
→

8
げ
口

涛

ロ
5
山

竃
Φ

匹

冒
ぎ
・
＞
HN

一
唱

旨
O

℃
国

自
〇

三
・
内
ユ
陣

涛
α

o
鴎

団

超
9
δ

霽
Ψ

鬥
m

恩
。

12

蜜
。

冨
9
一

九
八⊥
ハ

年
六
月
刊
）

が

あ
る

。

中
味
は

、

い

ず
れ

も
す
で

に

公
刊
き

れ
て

い

る

講
演
等
合
計
五

本
を

集
め

た

も
の

で、

そ
の

う
ち

四

本
は、

・・
鬢
巴
肖

ぎ
湾

舅
⊆

⇔09

＜

弾
凄一
疆。．
（

＝

量
o
『
o
ヨ

一

〇

。。

ω
）

に

も、

お

さ
め

ら

れ
て

い

る
。

こ

の

書
に

関
し
て

は
、

『

コ

ム

ニ

カ

チ
オ
ン
』

　
（

第
二

号、

｝

九
八

五

年
十
月
）

℃°
一

Qδ

で

触
れ

た
。

匂

塁
芍
o
湯

と
は

直
接
に

は

無
関
係
な
情
報
で

は

あ
る

が
、

例
え
ば

、

大
学
の

ゼ

ミ

で

博
魯
 

乙
¢

鴉
臼、
〉

諺
o

ぎ
Φ

ヨ

Q
＄

腎
似

9
（
∋
律

9
コ

 

ヨ
一

6
畧
o
こ
く
o
旨

畠

o
円

qo
囘

冨

90
．．

が

と

り

扱
わ
れ、

大
き
な

反

響
を

よ
ん

だ
。

ま

た、

今
日

の

京
都
学
派
に

よ
る

、

日

604
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本
哲
学
と

西
洋
哲
学
と
の

積
極
的
な
対
決
の

試
み

は
、

西
ド

イ

ツ

哲
学
界
に

お
い

て

あ
ま

ね
く

知
ら
れ
て

お

り、

ご

く
最
近
で

は
、

日
独
協
同
で

ま

と
め
ら一
れ

た

左
記
の

本
な
ど

が、

注
目
さ

れ

て
い

る
。

U°

頃
o

目
冒
7
（
国

甲
）”

〉
ロ

出
ぎ
7

鉱
广

乏

超
o

 

冒
 
隅

Oo9

コ

冒
 

基

ぎ

O
累

岳
乙

≦
04

（

誓

三
蒔

胃
冖

レ
ゆ

¢ Q

ご

匂

霧

覚
冨

は
、

畧

¢

馘

盖
黠
巴
鴫

2
°

慧
o

篝
 

昏

母

罕
ぎ。。
o
唱

窪
゜ ．．

と
い

う

表
現
の

の

ち

＝

虞
鴨
胃
三
〇

譯
o

高

窪

凄
篇

舘
o

嘗
冨、．

と
い

う
表
現
を

使
う

よ

う
に

な
っ

た
が

、

そ

れ

は
、

来
た
る
べ

き
一

つ

の

悸
勹

議
o
砌

o
唱

三
。

　
に

付
属
す
る

も
の

で

あ

る
こ

と

を

示
す
た
め

で

あ
っ

た

ろ

う

と

推
測
さ
れ

て

い

る
。

　
（

遺

稿
『

哲
学
の

世
界
史

序
論
』

（

這
o。

ご
、

o。

彗
母

に

よ

る

序、

肋゚

ε

「

世
界
哲

学
」

と
は

、

討

省
O
鵠

に

お
い

て
、

現
代
の

必
至
の

要
曲

咀

不

可
避
の

課
題

と
し

て

提
示
さ

れ
て

い

る

も
の

で

あ
る

。

そ

れ
は

、

駒職

畧
9
の

前
掲
書
．
 

器

窟
鵠、．

（

む
刈

O）

に

よ

れ

ば
、

匂

騁

驚
冨

に

お

い

て
一

義
的
で

は

な

《

現
実
世
界
に

か
か

わ
る

哲
学
で

あ
る

と

と

も
に

、

人

類
の

大
き
な
結
合
に

お

け
る

思
惟
で

あ
り

、

一
つ

の

共
通
の

空
間
に

お

け
る

思
惟
で

あ
る

。

す
な
わ
ち

、

一

体
と

し
て

の

人
類
の

、

普
遍
的
交
わ
り
の

空
間
を

可
能
に

し

よ

う
と

す
る

思
惟
で

あ
る

（

o。幽
一

〇
轟

〜

一

〇
軌

）

。

な
お

、

U

翦

窟
コ

の

世
界

哲
学
に

関
す
る
◎o

巴
霑

の

詳
し
い

考
察
は

、

以
下
に

発
表
さ

れ
て

い

る
。

o 騒

国

器
が

＝

畧
詮

討

帽
2
。。．
置
田
 

ぎ
o
「

押
o
茸
∋

雪
9
嵩

≦

昌
”

7
崔

go
噂

三
 ．
一
範

翆

ド
o

鵡
o
ユ
（

距
品
シ
贈
7
目

o。・
oO

三
〇

9R

午
o

詈
Φ一
广

O
乙

昌
ゲ
偉

茜
一

〇
〇。

ω

』．
嘉

O

ム
ω゜

付

記

　

一

壁

黠
冨

の

生
地

O
匡
・
昌

げ
賃

茜
の

州
立

図
書
館
の

O°
O
。

律
窪
と

、

内

訣
〒

器
鬥

→

の

公
務
外

、

私
的
作
業
に
よ

る
、

世
界
中
の

文
献
を
可
能
な

限
ウ
集
め
て

の

討
。。

寵
話

蛍
ご

嵩
o

嘔
帥

替
冨

の

作
成
は

、・
そ
の

中
間
稿
”
訣

巴

富
咢
。

霽

く
。
H
−

げ

詔
o
津
ロ

50
。

聟
o
ぼ
o
同

切

庁
匡
o
 
的
℃

三
〇

〈

gO
尻
o

冨

Oo

算
窪．．
（

O
置
o

菩
口
゜。唱

む
 

3
（

A4

版
三
一

七
頁
）

の

後
、

−
執

巴

冒
弓
 

疂

田
器

田
窪
一

〇
°。

蕁

9、

凶
。

ゆ

P
一

冒
o

℃
鼠

ヨ
跨
匪

畠
o

鴨
薗

唱

三
。。．
（

9
亀

魯
σ

自
゜q、
一

雪
。。

）

　

（

三

〇
〕

頁）

の

み

が

津

ぎ
ε
旨
昇

と
し
て

出
版
さ
れ

、

現
在
大
部
分
の

図
書
館
で

、

閲
覧

可
能
で

あ
る

。

こ

の

田
げ一凶
o

唱
帽
岳
。

に
は

囚
ロ

器
旨

に
よ

る
一

般
的
序
論

二

国

惹゚
。

ε
コ

趨
げ
ロ

30
噂

三
〇
−

庠
ξ
o

器
旨

口

昌
価
一
訂
o

切

9
益
訂
‘

話
＜
o
「

号
H

囚

聾
斧．．

が

冒
頭
に
入
れ

ら
れ

て
い

る
。

同
図
書
館
に

は
、

匂。

集

薹
匙

鐸
玄
げ

ぎ
鵯

昌
三
 

の

原
稿
と
し
て

、

出
版
年
一

九
六
五

年
ま
で

の
、

討
ぞ
o

磊

に

関
す
る
研
究
文
献

の

著
者
名

・

題
目
等
が

、

テ

ー

マ

別、

出

版
年
順
に

番
号
を

付
し
て

分

類
、

タ

イ

プ

さ

れ
て

保
管
さ
れ
て

齢

り
、

閲
覧
や
コ

ピ

ー
が

可
能
で

あ
る

。

ま
た、

そ

れ

以
降
出
版
の

文
献
は

、

カ

ー

ド

式
目
録
に
な
っ

て

い

る
。

日

本
で

発
表
さ
れ

た

文
献
も、

届
げ
出
た

限
り
に
澄

い

て
登
録
さ
れ
て

い

る
。

か
つ

て

中
間
稿
の

時
点
で

、

そ

の

た
め

の
一

部
通

信
の

労
を

と
ら
れ
た

田
辺

市
の

細
尾
登
氏
（

故
）

の

手
紙
も、

事
務
上
の

資
料
の

中
に

保
管
さ
れ
て

診

り、

日

本
で

は
、

ま
だ
一

般
に

は
タ

イ

プ

ラ

イ

タ

ー

や
コ

ピ

i
機
等
の

普
及
し
て
い

な

か
っ

た

当
時
の

苦

労
が
し
の

ば
れ
る

。

な

お
、

一

九
八
三

年
の

、

同
図
書
館
長
〉°
U一
9
需
一

と

ρ・

O
 

鱒
窪
か
ら
の

情
報
に
よ

れ

ば、

こ

の

文
献
目
録
作
成

作
業
を
同
図
書
館
の

任

務
と

す
る
こ

と
は
出
来
な
い

た
め

、

一

九
八
二

年
十
二

月
の

囚

§
。

ユ

の

死

去

に

と

も
な
い
、

向
後
の

続
行
は、

内

茸
。

ユ

の

子
息
と、

≦
伍。。
巽

（

蜜
9
髷
）

の

手

に

ゆ
だ
ね
ら
れ
る

で
あ
ろ

う
と
の

こ

と
で

あ
る

。

　

以
上
の

よ

う
な

経
緯
を

ふ
ま

え
て

、

。。

碧
。
同

著
二

閑

巴
陶

器

冩
諾

冒

。。

2
げ
。。

学

国

窪
雪
蕾
雪

巷
q

団
昌

＆
o

ぎ
ヨ
。

三
霹．．

（

誕
”

ヨ

9
晶

罵
ざ
）

の

中
の

国
呂
守

囎
な
三
〇

に
関
す
る
一

九

七
〇
年
ま
で

の

段
階
で

の

記
述
は、

　一

九
八

四
年

版

で

改
訂
さ
れ

た
。
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な
澄

、

こ

の

州
立
図
書
館
で

の

文
献
目
録
作
成
に
関
し
て

は
、

す
で

に
中
間

稿
当
時

、

日
本
へ

は
重
田

英
世
氏
に
よ

る

報
告
が

な
さ
れ

て

い

る

が、

そ
の

後

詳
し
い

陪…
報
は
た

ち
消
え

た
感
が
あ
り、

こ

こ

に

参
考
ま

で

に
記
し

た
次
第
で

あ
る

。

第
二

回

大

会

研

究

発
表
　
要

旨

　
ω
「

ヤ

ス

パ

ー

ス

の

実
存
に
診

け
る

非
理

性
」

　

古
川
　
正

樹

　
ヤ
ス

パ

ー
ス

に
欝

い

て、
「

哲
学
す
る

こ
と

」

は
本・
釆
的
存
在
の

探
究
で
あ
り、

そ

れ

は
本
来
的
存
在
意
識
の

獲
得
の

努
力
で

あ
る

。

こ

の

存
在
意
識
は

実
存
の

自

己

実
現
に
診

い

て

獲
得
さ

れ
る

。

と
こ

ろ
で

、

可
能
的
実
存
と
し
て

の

人

間
は

、

己
れ

の
自

由
に
か

い

て

自
己
実
現
に
関
し
て
全
責
任
を

負
う
に
も
拘
ら
ず、

自

己
実
現
を
随
意
に

は
為
し
得
な
い

。

実

存
的
自

由
の

こ

の

不
如
意
（

不
随
意
）

（

＜
o

屋

轟
雪
）

に
澄

い

て

こ

の

自

由
が

超
在

（

超
越
者
）

に
関
係
づ
け
ら

れ
て

い

る

こ

と
が
確
認

さ
れ
る

。

こ

の

よ

う
な

確
認
か

ら
、

実
存
と
理

性
と
の

関
係

の

問
題
へ

の
一

つ

の

展
望
が

開
か
れ
る

。

『

理

性
と
実
存
』

（

這
出
）

で

示
さ

れ

た

両
者
の

両
極
性
の

思
想
は

、

理

性
と

非
理

性
と
の

関
係
と
い

う、

哲
学
に

お

け
る

古
来
の

問
題
の

定
式
的
表
現
で

あ
り

、

実
存
に
診

け
る

非
理
性
的
な

も

の

の

追
究
は

、

理

性
の

意
味
と
限
界
と
の

究
明
の

た
め
に

も
重
要
で

あ
る

。

私

は
、

ヤ

ス

パ

ー

ス

の

理

性
の

本
質
を

、

世
界
内
実
現
へ

の

意
志
と
し
て

捉
え

、

実
存
の

内
に

存
す
る

非
理
性
を
超
理

性
と

反
理

性
と
の

二

面
か
ら

、

超
在
へ

の

実
存
の

関
係
の

諸

特
性
の

考
察
を
通
し
て

、

追
究
し
よ

う

と

試
み
た

。

　
（

学
習

院
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

 
「

ヤ

ス

パ

ー

ス

の

理

性
の

本
質
」

　

福
井

　
一

光

　
一

方
に
お

い

て
、

俗
に

知
の

帝
国
主
義
と

論
難
さ
れ
る
よ

う
な

、

肥
大
化
し

て

し
ま
っ

た

近
代
の

理

性
観
が

あ
る

。

他
方
に
お

い

て、

こ

の

近
代
的
理

性
観

に
対
抗
し
て、

感
性
や

直
観

、

下
意
識
や

非
合
理

的
体
験
を
重
視
す
る
→

部
の

生
の

哲
学
の

系
譜
が

あ
る

。

前
者
は

、

理
性
を
一

面
的
に

強
調
す
る

こ

と

に
澄

い

て、

理

性
に
よ
っ

て

合
理

化
し
得
な

い

根
源
的
非
合
理

性
や、

理
性
を

越
え

た

超
合
理

的
な

神
の

問
題
を

見
失
い
、

後
者
は

、

非
合
理

的
生
命
性
を
一

面
的

に
強
調
す
る
こ

と
に
澄

い

て
、

理

性
を

媒
介
す
る

こ

と
に
よ
っ

て

も
た
ら

さ
れ

る

く
間
の

自
覚
の

問
題
や、

種
的
生
命
の

連
続
的
流
れ
の

中
に

解
消
し

得
な

い

実
存
的
個
別
性
の

問
題
を
取
り
落
し
て

し
ま
っ

て

い

る
。

　
こ

れ

ら
二

辺

を
排
し

て、

こ

う
し
た

哲
学
的
態
度
を
批
判
し、

人

間
と

世
界

及

び
く

間
と
神
と
の

新
た
な

関
係
を
発
見
す
る

機
能
を

、

筆
者
は

、

ヤ

ス

パ

ー

ス

の

い

う
〃

本
来
的
理

性
”

（

貸
 

 

首
o
口

畠

畠
印

く
σ

歪

自
博

）

の

性
質
に
見
よ

う
と
す
る

も
の

で

あ
る

。

ま

た

そ
こ

に
、

現
代
哲
学
史
上

無
視
す
る

こ

と
の

出

来
な
い

、

ヤ

ス

パ

ー

ス

の

哲
学
的
視
点
の

先
駆
性
を
認
め

よ

う

と
す
る

も
の

で

あ
る

。

し
か

も
、

ヤ

ス

パ

ー

ス

は
、

理

性
の

本

来
的
機
能
を
考
察
す
る
こ

と
の

中
で

、

『

哲
学
』

（

三

巻
）

に

見
ら
れ

る

超
越
者
論
と
は
異
な
る

包
括
者
論
を

展
開
し
始
め
る

。

そ

れ
は

、

ヤ

ス

パ

ー

ス

が
理

性
の

問
題
の

下

に
、

包
括
者
の

問
題
を

真
に

考
え

ざ
る

を
得
な

く
な
っ

た、

或
は
逆
に

包
括
者
の

問
題
と
共
に

、

真
に
実

存
と
協
働
す
る

理
性
を
考
え

ざ
る

を

得
な

く
な
っ

た

と
い

う
こ

と
を
意

味
し
て

い

る
よ

う
に
思

う
。

　
そ
れ
で

は、

ヤ

ス

パ

ー
ス

の

い

う

本
来
的
理

性
と
は

、

一

体
如
何
な
る

性
質

と
機
能
を
も
っ

た
も
の

で

あ
る
の

か、

ま

た
彼
の

い

う
包
括
者
と
は、

一

体
如

何
な
る

世
界
を
指
示
す
る

も
の

で

あ
る
の

か
、

こ

う
し
た
こ

と

を
ド

イ
ッ

観
念

論
と
そ
の

後
の

精
神
思
潮
を
振
り
返
る
こ

と
を
通
し
て

掴
ま
え
る
こ

と
が、

今

回
の

発
表
の

目
的
で

あ
る

。

　
（

玉

川
大
学
助
教

授
）
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